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本
法
律
案
は
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
契
機
に
明
ら
か
と
な
っ
た
原
子
力
利
用
に
関
す

る
政
策
に
係
る
縦
割
り
行
政
の
弊
害
を
除
去
し
、
並
び
に
一
の
行
政
組
織
が
原
子
力
利
用
の
推
進
及
び
規
制
の
両
方
の
機
能
を

、

、

担
う
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
問
題
を
解
消
す
る
た
め

原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
必
要
な
施
策
を
策
定
し

又
は
実
施
す
る
事
務
を
一
元
的
に
つ
か
さ
ど
る
と
と
も
に
、
そ
の
委
員
長
及
び
委
員
が
専
門
的
知
見
に
基
づ
き
中
立
公
正
な
立

場
で
独
立
し
て
職
権
を
行
使
す
る
原
子
力
規
制
委
員
会
を
環
境
省
の
外
局
と
し
て
設
置
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
こ
の
法
律
の
目
的
と
し
て
、
原
子
力
の
安
全
規
制
は
、
国
民
の
生
命
、
健
康
及
び
財
産
の
保
護
、
環
境
の
保
全
並
び
に
我

が
国
の
安
全
保
障
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
。

二
、
新
た
な
原
子
力
安
全
規
制
組
織
に
は
、
環
境
省
に
、
国
際
基
準
に
則
っ
た
、
独
立
性
が
高
い
三
条
委
員
会
の
原
子
力
規
制

委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
下
に
原
子
力
規
制
庁
と
称
す
る
事
務
局
を
置
く
こ
と
と
す
る
。

、

、

、

原
子
力
規
制
委
員
会
に
は

原
子
力
安
全
・
保
安
院
及
び
原
子
力
安
全
委
員
会
の
事
務
の
ほ
か

放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
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核
テ
ロ
等
に
関
す
る
事
務
を
一
元
化
す
る
こ
と
と
す
る
。

三
、
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
委
員
長
及
び
委
員
の
職
務
の
中
立
公
正
に
関
し
国
民
の
疑
惑
又
は
不
信
を
招
く
よ
う
な
行
為
を

防
止
す
る
た
め
、
委
員
長
又
は
委
員
の
研
究
に
係
る
原
子
力
事
業
者
等
か
ら
の
寄
附
に
関
す
る
情
報
の
公
開
、
委
員
長
又
は

委
員
の
地
位
に
あ
る
間
に
お
け
る
原
子
力
事
業
者
等
か
ら
の
寄
附
の
制
限
そ
の
他
の
委
員
長
及
び
委
員
が
遵
守
す
べ
き
内
部

規
範
を
定
め
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

四
、
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
国
民
の
知
る
権
利
の
保
障
に
資
す
る
た
め
、
そ
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
を
徹
底
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
運
営
の
透
明
性
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

五
、
原
子
力
規
制
庁
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
の
確
保
の
た
め
の
規
制
の
独
立
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、

全
て
の
職
員
に
、
原
子
力
推
進
官
庁
へ
の
ノ
ー
リ
タ
ー
ン
ル
ー
ル
を
適
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

六
、
一
体
的
な
原
子
力
安
全
規
制
行
政
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
原
子
力
安
全
規
制
の
専
門
技
術
的
事
務
を
担
う
独
立
行
政
法
人

原
子
力
安
全
基
盤
機
構
が
行
う
業
務
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
行
わ
せ
る
た
め
、
可
能
な
限
り
速
や
か
に
同
機
構
を
廃
止
・

統
合
す
る
も
の
と
し
、
こ
の
た
め
に
必
要
と
な
る
法
制
上
の
措
置
を
速
や
か
に
講
じ
る
も
の
と
す
る
。

七
、
平
時
に
お
け
る
原
子
力
防
災
対
策
の
う
ち
、
関
係
機
関
の
調
整
等
を
行
う
組
織
と
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
を
議
長
と
し
、
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環
境
大
臣
、
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
等
を
副
議
長
と
す
る
原
子
力
防
災
会
議
を
設
置
す
る
こ
と
と
す
る
。

八
、
原
子
力
安
全
の
た
め
の
規
制
及
び
制
度
の
見
直
し
と
し
て
、
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
の
強
化
、
既
存
の
発
電
用
原
子

炉
施
設
等
に
最
新
の
知
見
を
適
用
す
る
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
制
度
の
導
入
、
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
期
間
の
制
限
等
、
原
子
炉

等
規
制
法
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
。

、

、

、

な
お

改
正
後
の
原
子
炉
等
規
制
法
の
規
定
に
つ
い
て
は

そ
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
て
速
や
か
に
検
討
が
加
え
ら
れ

必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
す
る
。

九
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
の
改
正
と
し
て
、
原
子
力
災
害
予
防
対
策
の
充
実
、
原
子
力
緊
急
事
態
に
お
け
る
原
子
力

災
害
対
策
本
部
の
強
化
、
原
子
力
緊
急
事
態
解
除
後
の
事
後
対
策
の
強
化
、
原
子
力
災
害
対
策
指
針
の
法
定
化
等
の
措
置
を

行
う
こ
と
と
す
る
。

、

、

ま
た

原
子
力
災
害
対
策
本
部
長
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
の
緊
急
事
態
応
急
対
策
の
実
施
に
係
る
指
示
の
対
象
事
項
か
ら

原
子
力
規
制
委
員
会
が
そ
の
所
掌
に
属
す
る
事
務
に
関
し
て
専
ら
技
術
的
及
び
専
門
的
な
知
見
に
基
づ
い
て
原
子
力
施
設
の

安
全
の
確
保
の
た
め
に
行
う
べ
き
判
断
の
内
容
に
係
る
事
項
を
除
く
こ
と
と
す
る
。

十
、
こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
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す
る
。


